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安
全
な
暮
ら
し

・要支援者の増加と効果的な支援の不十
分さ

　□高齢者　□ひとり親家庭
　□障がい者　□病人　□外国人
………………………………………
・災害時への備えの弱さ

・要支援者の多様な実情に応じた支援を
実施し、すべての人が安心して暮らせ
る町をめざす

………………………………………
・地域の実情に応じた防災計画の具体化

をめざす

・地域全体が融合し、仲よくなる機会を設ける
・市民ボランティア活動の活性化
・共通課題をもった人たちのネットワーク作り

………………………………………………………

課　　　題 目　　　標 な に を （ 活 動 内 容 ）

地　

域　

力

・コミュニティの希薄化
・日常生活におけるマナー欠如

・隣近所とのつながりや交流を深める
・世代間の交流を促進する

・コミュニティの再生と活性化
・ひとり暮らし高齢者等に対して見回りネットワーク

を構築する
・居場所づくり

生

活

環

境

・移動手段がなく不便な人が多い
　（通院、買い物等）

………………………………………
・生活道が安心して通れない

・移動負担を軽減する

………………………………………
・生活道の安全性を高める

・個別のニーズを把握する

………………………………………………………
・危険箇所のマップづくり

地
域
福
祉
を
支
え
る
基
盤

観

光

・

産

業

・地域資源の活用不足

………………………………………
・「住みたくなる町」にしようとする意

識の希薄化と欠如

・起業家（アントレプレナー）の育成支
援

・地域資源の活用促進

………………………………………
・「おもてなし」ができ「行きたい」と

思える地域をめざす

・起業セミナーの実施
・名所旧跡の活用
・農産物の商品化−ブランド化
・地産地消や食育活動の推進
・町のよさを再認識するため地元学に取り組む
………………………………………………………
・清掃キャンペーンの実施
・地域ぐるみのお接待

・地域の情報交換の機会づくり
・小地区単位のボランティアセンターの開設

……………………………………………………………………………………………
・災害時を想定した地域ごとのシミュレーション
・災害弱者を含めたヒアリングの実施と具体的要望の抽出

○
◎

◎
◎

◎

ど う す る （ 具 体 的 行 動 ）
い つ （ ○ 検 討 ・ 試 行 　 ◎ 実 施 ）

H26      H27      H28      H29      H30
・集いのカフェオープン
・小地域でのサロン開設オープン
　※ボランティアを要請し、活気づくりをする
・地域ささえ愛フェスティバル開催
・声かけ運動の推進
・住民による登下校時見守り活動の推進

　　　
　

○
◎

◎

◎

・アンケート調査等を行ない、ニーズに対して、関係機関との連携、下記サービス提供を検討
する

　□乗り合いタクシー　　　　　　　□デマンドバス　
　□送迎サービス（ワンコイン制）　 □宅配サービス
……………………………………………………………………
・街灯を増やす等通学路の改善
・ガードレールの設置
・鳥獣対策をする

○

◎
◎
◎

◎

・生産者及び地元消費者を対象にして、先進地の事例を学ぶ
・IT を使った情報の発信
・土成の魅力を発見するワークショップ開催

………………………………………………………
・不法投棄の場所、遍路道に花を植える
・季節ごとに清掃活動を実施する

○
◎
○

◎
◎

◎

◎

課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・ゴミ問題
・地区ごとの家庭ゴミの分別

状況が悪い
・不法投棄（道路、河川敷）

・モラルの低下
・分別方法の周知が図られていない
・障がいなどにより、ゴミが出せない

・３カ寺　　　　　　　　・ホームヘルパー
・土成 IC
・行政
・ボランティア

・観光、交流 ・地域へのアピール不足
・土成 IC バス停からの交通手段がない

・フルーツ　　　　　　　・観光案内所
・観光協会
・行政、関係機関
・名物たらいうどん

・結婚していない人が多く、
後継者が不足している

・出会いの場がない ・結婚相談所
・行政
・県企業婚活支援ネットワークセンター

・空家がふえた
・近所で気軽に集える場所が

ない

・都会への若者の流出
・就業の場がない
・商店が閉店している

・行政　　　　　　　　　・自治体
・企業
・商店

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・宮川内の国道がゴミでいっぱい ・不法投棄の場所、遍路道に花を植える ・清掃ボランティア

・季節ごとのクリーンキャンペーン

・加工品がない
・店が減少している

・起業家の育成、支援
・農産物の商品化、ブランド化
・町のよさを再認識するため、地元学に取り組

む

・食育活動
・地産地消
・軽トラ市（日曜市）　野菜、果物など

・婚活イベントがない
・若者の農業離れ

・婚活イベントの立案、実施 ・イベントで出会いの場をつくる
・婚活支援のネットワークづくり

・空家が放置されている ・I ターン、U ターンの移住者を増やす ・空家情報の提供

“元気な笑顔で　お接待　土成”おいしいもの　Do ですか？５−２．土成地区　最終策定プラン

● 地域力

キャッチ
フレーズ
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課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・孤独死 ・地域間の交流がない

・雇用がない
・一人で生活するのに慣れすぎている
・パソコン、ネットの発達（会話がなくなった）

・地域のネットワーク
・自治会
・個人での交流

・昼間独居が多い
・隣人との関係が希薄化
・閉じこもり

・同居している家族が仕事に行く（家族関係の希薄化）
・昔は行き場所があった（お茶を飲む、新興住宅との交流）
・一人で家にこもることが多い（助け合いがなくなった）
・家族から人に迷惑をかけるので家でいるように言われる

・地元のお祭り
・自治会、隣人会
・商店

・高齢者の移動手段について
（買い物だけでなく病院、
市役所にも行けない）

・高齢者ドライバー

・路線バスがなくなった
・高齢のため運転が困難になった

・路線バス
・タクシー
・移動販売

・友愛訪問員活動が困難に
なっている

・家の中で一人で入りにくい
・心配のある人は相談にはいかない
・心の傷は見えない
・身近な人の気付きが大切

・友愛訪問員
・ボランティア

・一人暮らしなどで、食事が
十分でない

・一人で食事が作れない人（食べるものがない）
・一日のうち一回お弁当を購入している人が多い

・商店
・宅配弁当
・移動販売

課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・子どもが少ない

・外で遊ぶ子がいない

・遊び場がない

・結婚しない
・地元の雇用がない（若い人が来ない）
・子育てに費用がかかる
・放課後に学校で遊べない
・子どもの遊びが変わった→ゲーム機
・ファミリーサポート（有料）への依頼がない
・子育てボランティアの活用
・休校の活用（大影小学校）

・児童館
・金清温泉跡
・大影小学校

・うつ？引きこもりの若い人
が増えた

・義務教育後は発見できない
・家族が隠している場合がある
・一人っ子→大事にする
・相談を受けるセンターはあるが、「出来ましたよ」というだけで

はダメ→相談を待っている

・青少年育成センター
・阿波っこスクール
・サポートセンター

課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・空家が多い
・猪、猿などに困る

・若い人が出て行き、住む人がいなくなる ・空家登録
・撤去補助金

・山間部の人口減
・猪は駆除できても猿は無理

・金清温泉跡を癒しの場に
（孫を連れて行けるところ
に）

・直下に活断層があり、新築、改築ができない
・施設内に人が立ち入ることはできないかも

・金清池の活用
・北山、樹木の活用

・切幡寺の参道に危険箇所が
ある

・大名行列がなくなり、やね
こじきも衰退している

・参道が長く山も深いので手入れが困難
・安全に参拝できるように
・見物客や出品者の減少

・危険箇所の点検、確認
・小さな鳥居の設置

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・民生委員の活動
・老人会の活動

・地域でラジオ体操 ・家族間の声かけ
・あいさつ運動
・世代間での交流
・商店のサロン化

・地域の祭りの復活
・小地域サロン
・デイサービス

・自治会、民生委員隣人などのネットワーク

・路線バスは学駅までの往復のみ
・タクシーは料金が高い
・とくし丸移動販売

・制度のはざまになっている人の支援が必要 ・公的な巡回バス（病院まで）
・入浴券をタクシーチケットに

・気付きの心（おもてなし） ・ボランティア券の発行

・社協がしていた配食サービスはなくなった
・業者宅配弁当

・商店や社協に働きかける ・配食サービスをもう一度してほしい

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・高学歴高収入
・児童館の利用
・学習塾の充実

・児童館の活用（伝承活動）
・大影小学校跡に支援学校として活用（地元の

学校へとの声もある）

・児童館からの要望があれば退職校長会に協力
を依頼

・適切な治療が必要
・悩みを聞いてもらうだけでも楽になる

・外出先をつくる（サロンの活動）

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・猿が空家に棲みつく
・倒壊の恐れ有り

・貸して住んでもらう
・地元で空家を借りて店を出す ・婦人部、ボランティア団体

・猟友会

・豊かな自然 ・花、木を植える
・池周りを遊歩道に
・日曜市
・池→釣り堀
・キャンプ場
・鯉のセリ
・アップダウンがあるマラソン大会

・炭焼き体験
・北山に遊歩道→樹木の観察、巣箱作りなど木

工体験
・防災品の格納
・周辺も一緒に観光マップを作成し、コンビニ

に置いていただく

・小さな鳥居はあるが周辺にゴミがある

・ほなけんど切幡のメンバーのゴミ拾い
・地元中学生によるゴミ拾い

・小さな鳥居を増やす

・危険箇所への看板の設置

・小さな鳥居周辺の掃除
・定期的な清掃活動（いろんなグループに声を

かける
・町筋地区だけではなく、地域全体の行事とし

てできないか？

がんばるけん

白鳥は
市場の宝
どなにか
せんと

元気に
　しよるで

６−１．市場地区　課題と地域資源の発掘について
● 高齢化

● 少子化

● 環境
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課　　　題 目　　　標 な に を （ 活 動 内 容 ）

高　

齢　

者

・地域が希薄化しており、昼間独居や閉
じこもりがちな高齢者が多く、孤独
死の可能性がある

・孤独（死）状態を未然に防ぎ、だれも
がいきいきと生活できるようにする

………………………………………
・もし孤独（死）状態があった場合には、
「隣人が気づかなければ誰が気づく」
という意識を持つ

・地域で声かけ（おせっかい）運動を広め、コミュニ
ティ能力を高める

………………………………………………………
・異変を素早く察知し、すぐに隣人が助けられる地域

のネットワークをつくる

少　

子　

化

・若い人がいないので地域に活気がない
・子どもを見かけなくなった（子どもの

数の減少、遊び場もなく外で遊ぶ子
どももいなくなった）

・市場町で住みたいと思う気持ちや、子
どもの教育（育てやすい）がしやすい
環境をつくる

・子どもを産みたいと思う気持ちを大切
にし、育てていく

・未来を担う子どもに人間力や行動力をつけてもらう

………………………………………………………
・阿波市以外の人に市場町の空家に住んでもらい若い

人を増やす

環　
　

境

・市場公園、善入寺にゴミを捨てる人が
いる

・金清温泉白鳥荘跡が荒れたままになっ
ており、跡地の活用が進んでいない

・ゴミのポイ捨てを防ぎ、きれいな町づ
くりを行なう

・金清温泉白鳥荘跡地を地域の憩いの
場（子どもと遊びに行けるような環境）
に整備する

・ゴミが捨てられている場所を特定し、ゴミを捨てに
くい環境をつくる

………………………………………………………
・金清温泉白鳥荘跡地の資源（森林、野鳥）を生かし、

自然公園にする

地
域
防
災

・30 年以内の発生率が 60 〜 70％とい
われる南海地震への備えが必要

・日頃から防災、減災への意識づくりを
行い、南海地震に備える

・南海地震などの大型災害時には、アエ
ルワを防災拠点として十分活用できる
体制をつくる

・防災の啓発活動（体験、経験学習）を行い、正しい
知識を身につけ、いざというときには自分の身を守
る

………………………………………………………
・防災無線の整備を行い、大規模災害時には十分活用

できる体制をつくる

ど う す る （ 具 体 的 行 動 ）
い つ （ ○ 検 討 ・ 試 行 　 ◎ 実 施 ）

H26      H27      H28      H29      H30
・積極的に挨拶を行って、挨拶から交流の輪をつくり、近所（の人）に関心を持ちながら生活

する

……………………………………………………………
・小地域で交流サロン活動を行い、近所の人を知る、
　または知ってもらい地域のネットワークを強化する

◎

◎

・人間力や行動力を育む授業や体験学習を小学校や児童館で行なう⇒阿波市を子育ての町に

……………………………………………………………………………………………
・近隣の空家を調査し、希望があれば阿波市空家情報に登録してしてもらう
・阿波市が空家活用を進めていることを広める

○

◎

◎

・ゴミが捨てられている場所を掃除し、また捨てられないように小さい鳥居を立てる
……………………………………………………………………………………………
・樹木の観察ができるよう木札をつけ、子どもの教育に活用する
・巣箱を設置し野鳥の観察ができるようにする

◎

○ ◎

・避難用品などの展示や啓発を行ない、災害に備える
・避難場所や経路の確認を行なう

………………………………………………………
・アマチュア無線クラブを活用し、拠点整備をすすめる
・地域の人にアマチュア無線クラブの存在を知ってもらう

○

◎

◎

課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・防災対策（地域での防災対

策）が不十分ではないか？
・常会の自主防災は自費（ヘルメット等の保管庫）
・住民の防災意識が低い
・一人暮らしなどの把握
・自力での避難困難者の手助け

・昔の状況を知る
・防災無線
・地域での防災訓練
・地域の防災士

・河川の整備をして欲しい
　（吉野川水門を閉めると浸

水する）

・豪雨時に低い土地が浸かる
・川底が高くなった（バラス採掘）
・自然林伐採して植林、山の保水力がなくなった

・自助、共助

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・水圧が低いため防災栓のない地区がある
・常会単位でするのか、避難場所単位でするの

か
・自主防災組織

・勧告や指示、命令の区別が分かるように
・地域の防災士を通じて、地域の防災意識を高

める

・防災関係の訓練の実施
・避難場所の周知徹底または見直し
・阿波市の防災士でネットワーク作り

・川の中の木が流れを妨げる ・側溝の掃除

課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・買い物の車の便が欲しい
・買い物が遠くなった
・近くに店がない

・独居老人が増えた ・めだかの学校

・昔の商店が廃業しコンビニ
ばかりになっているが、高
齢者には使いにくい

・会話（コミュニケーション）がない
※上喜来などでは、商店からコンビニになり喜んでいる人もいる（一

人分から売っており、電子レンジを使えばすぐ温まる）

・小地域サロンの設置

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・店によっては電話でもってきてくれる ・コンビニが増えた ・人の心がキャッチできる

・地元が空家を借りて店を出す
・婦人部など定期的に店を出している

おもてなしのまち・高齢者に優しい市場６−２．市場地区　最終策定プラン

● 地域防災

● 商店

キャッチ
フレーズ
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課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・不登校

・引きこもり

・いじめ

　　他人には相談できない

　　家族が隠している

・心の病

　　理解してもらえない

・学校卒業（義務教育終了）を境に周囲が家族だけになることが多く

盲点となる

・一個人が介入できることは少ないが、深刻な問題である

・本人

・家族

・児童委員

・学校

・PTA

・教育委員会

・保健所

・阿波っこスクール

・一人暮らし及び高齢者世帯

の増加

・老老介護

・核家族化

・跡継ぎがいない、帰ってこない

・民生児童委員

・自治会

・高齢者の移動手段 ・ひとり暮らし、高齢者世帯等の増加

・買い物難民

・タクシー

　巡回バス（大型店舗）

・友人、知人

課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・未婚者が多い ・結婚したくない

・一人でもやっていける（男女を問わず）

・出会いの場が少ない

・見合いをすることへの懸念

・離婚率の増加

・若い世代が住み続ける魅力がこの町には少ない

・結婚相談員

・知り合い

・イベント

課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・糖尿病が多い

　（さよなら生活習慣病）

・生活習慣の悪さ

・偏った食生活

・運動不足

・子どもの肥満が増加傾向にある

・生活習慣病に対する危機感や予防知識の希薄

・本人

・野菜ソムリエ

・保健所

・行政

・学校

・地域

・家庭

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・声掛け

・相談業務

・専門機関誌

・規則正しい生活習慣

・専門家へ繋ぐ

・近隣人がキーマン

・家族から第三者の介入が大切

・「引きこもり」の社会参加

・いのちの電話の活用

・「早寝早起き朝ご飯」の推奨

・朝ご飯に関する家庭アンケートの実施

・関係機関への働きかけ

・見守り、声掛けの強化

・声掛け、安否確認

・自治会単位での地域現状の把握

・サロンの開催

　

・問題点を拾い上げ自治会の重要性を再確認

・公共交通機関が少ない

・気が引ける

・相談箱の設置（日頃困っていること）

・シルバー SOS の提案

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・定例相談会（社協）

・紹介

・地元（阿波町）で開催実績がない ・PR

　　広報誌

　　ACN

　　フェイスブック

　　SNS

　　口コミ

・関係機関との連携

・交流イベント開催

　　花見

　　バーベキュー

　　スポーツ観戦　等

・年齢（年代）別の方が参加しやすいのでは

・若者による企画、参画

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・本人の自覚

・県を挙げて予防の啓発を行なっているが、反

映されているかどうか不明である

・料理教室

　

・指導、アドバイス

・呼びかけ

・食生活の改善

・野菜ソムリエとしての専門性を生かして気軽

に参加できる料理教室を企画する

・市の広報誌にレシピを掲載

・ウォーキング

・マラソンの推奨

・健康にまつわる講演会の開催

７−１．阿波地区　課題と地域資源の発掘について

● つながり

● ふれあい

● けんこう
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課　　　題 目　　　標 な に を （ 活 動 内 容 ）

つ
な
が
り

・不登校
・ひきこもり予防

………………………………………
・ひとり暮らし及び高齢者世帯の増加

・地域のふれあいを復活させよう

………………………………………
・地域で見守り助け合いの心を持とう

・学校、ＰＴＡへの呼びかけ
・各種団体との連携

………………………………………………………
・声かけ、安否確認、助け合い
・コミュニケーションの場の確保

ふ
れ
あ
い

・未婚者が多い ・若者の交流の機会を増やそう ・交流イベントの開催

け
ん
こ
う

・生活習慣病の増加に対する危機感や予
防意識が希薄

・さよなら生活習慣病！ ・食生活の改善
・ウォーキング、マラソンの推奨

か
ん
き
ょ
う

・ゴミの不法投棄が多い
・ペットのフン害が目立つ

・ゴミゼロ ・不法投棄場所の把握

ど う す る （ 具 体 的 行 動 ）
い つ （ ○ 検 討 ・ 試 行 　 ◎ 実 施 ）

H26      H27      H28      H29      H30
・声かけ、見守り強化
・推奨月間を設ける〔早寝・早起き・朝ご飯！〕
・関係機関への働きかけ
……………………………………………………………………………………………
・地域でサロンを開き、情報交換や交流を図る

○

○ ◎

◎

・バーベキュー、スポーツイベント観戦等
　交流イベントの開催

○ ◎

・野菜ソムリエさん協力による各種料理教室の開催
・健康にまつわる講演会の開催
・ウォーキング、マラソン大会の参加呼びかけ

○
○
○ ◎

◎
◎

・看板の設置
・地域の見守り
・ボランティアによる呼びかけ、ゴミ拾い

○ ◎

課　題 考えられる背景・原因 地　域　資　源
・ゴミの不法投棄
・ペットのフン害が目立つ
・ゴミ屋敷

・住民のモラルの問題 ・パトロール

・夜道が暗い ・街灯が少ない
・運転中における危険に対する発見に遅れが生じるため、あらゆる危

険が想定される
　中・高生の自転車走行の問題
　（二列走行、右側通行、無灯、イヤホン）

・地域住民
・学校
・行政

・空き家の増加
・異臭
・犯罪の温床

・高齢者世帯、ひとり暮らし高齢者の増加に伴い、施設入所者も増加
の傾向をたどり、結果空き家となる

・若者（後継者）が里を離れ、住人がいなくなる

・行政
・専門家

地域資源の現状 活用方法 取り組みのアイデア
・対象箇所の発見 ・看板設置 ・ミニ鳥居の配置

・地域の見守り
・清掃習慣の強化
・ステッカーを作成し不法投棄ゼロ運動の啓発

・意識改革
・危険箇所の把握

・安全の確保 ・広域での反射タスキ装着の提案

・空き家登録 ・貸家にする ・IT 企業などの団体に有効活用してもらう

ちからを AWA せて支え合い 絆深めて阿波の町
〜 自然いっぱい　　笑顔いっぱい 〜７−２．阿波地区　最終策定プラン

● かんきょう

キャッチ
フレーズ
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８．子どもたちの描く阿波市の未来

　今の阿波市は、堤防にたばこの吸いがらやペットボトル、紙くずがいっぱい捨ててあったり、四年生の
フィールドワークの時には、柿ノ木谷川に空缶が百個くらい捨てられていました。また、切幡の山には、粗
大ゴミがたくさん捨てられていました。
　このゴミは誰が捨てているのか、また、なぜゴミを捨てるのか考えてみました。ゴミを捨てているのは、
町の人が捨てていると思います。散歩の途中や通りすがりにポイ捨てをしていると思います。捨てる理由と
して二つ考えられます。一つは、ゴミを家に持って帰るのが面倒で、ゴミの日まで待つのがイヤなのだと思
いました。もう一つは、粗大ゴミを捨てるのにお金がかかることだと考えられます。
　私が描く未来の阿波市は、道にはゴミが少なく川辺にはきれいな花がさき、親子が楽しそうに散歩をして
いる姿を想像します。私たち一人ひとりがゴミの持ち帰りを面倒くさがらず、ポイ捨てをやめることが大切
だと思います。また、粗大ゴミにかかるお金を無料にすることで不法投棄が無くなると思います。
　次に、阿波市には、お年寄りが多く、その人たちは、交通手段に困っています。買い物に行くのにもお店
が遠くて、徒歩や自転車では時間がかかり、荷物もたくさん持てません。阿波市にも大きなショッピングセ
ンターや若い人が楽しめるアミューズメント施設や公園が出来れば、活気のある町になると思います。そし
て、多くの人が利用できる交通手段が出来て、色々な人の役に立つと思います。
　私が想像する未来では、子供からお年寄りまでが住みやすく、生き生きと生活ができる阿波市になってい
ます。いつか本当にそうなっていると、快適な町になると思います。

　ひとつのアニメ作品がブームになると、そのキャラクターと自分をイメージでつなぐ目的で、アニメの舞
台となった地方都市へ足を運ぶことを、聖地巡礼とかコンテンツツーリズムなどと呼ぶそうです。ぼくは、
未来の阿波市も、アニメの聖地となるような街になっていればいいな、と考えています。もしそうなれば、
阿波市の行政・商店街などを中心に、土柱やコスモス街道と一体となったキャラクターのポスターやオブジェ
ができたり、関連グッズが販売されたりして、たくさんの観光客が集まっていると思います。市内の案内板
などにキャラクターが描かれていれば、記念撮影をする人も多くなっているはずです。
　ぼくもアニメが大好きで、幼稚園のころまで広島市で過ごしていましたが、そのときの旅行先で見た境港
駅の鬼太郎列車や駅前商店街を歩く妖怪たちのことは、今でも鮮明に覚えています。ほかにも、「花咲くい
ろは」の金沢市、「夏色キセキ」の下田市などの自治体は、いずれも大ヒットしたアニメの舞台となった地
方都市で、多くのファンが集まる観光地になっているようです。また、徳島市では、毎年「マチ・アソビ」
というアニメの祭典が開催されています。ぼくが住む阿波市も、未来はアニメの聖地となっていて、毎回少
しずつ祭典の規模が拡大していれば、大人も子どもも楽しめる街になっていると思います。
　もちろん、阿波おどりの場合と同じように、全国からわざわざ訪れてくれるファンが喜んでくれるような

「おもてなし」の心を絶やさず、次回は友達をつれて阿波市のアニメキャラクターを見に来たいと思っても
らえるようなサービスがあれば、もっと盛り上がっていることでしょう。さらに、毎年八月に高知市で開催
されている「まんが甲子園」とも交流して、阿波市全体の観光や経済が活性化していれば、本当に素晴らし
いと思います。

　僕が「未来の阿波市」にこうなってほしいなと思うことは、ボランティア活動をいっぱい増やしていきた
いです。例えば、学校ごとに、ボランティアという授業の時間を作って月に一回、学校全員で、ゴミ拾いを
して、よりよい阿波市にしていきたいです。今より、もっと阿波市が、きれいになっていくと思います。き
れいになったら、自分もうれしいし町の人たちもうれしくなるから、そういうのを作っていきたいです。
　ほかには、今も、コスモスやいろいろな花を作ってくれている人がいるけど、季節によって、花などを植
えたり育てていきたいです。ひまわりを育てて、咲いた後にできた種は、福島などの災害地に送ってあげた
いです。どうしてかというと、ひまわりを育てた土地は、土がきれいになると聞いたからです。だから、阿
波市もきれいになるし、災害地もきれくなるので、そうしたらいいなと思います。
　ほかには、ちょっとしたことでも、助け合いなどをしていきたいです。そしたら、助けてくれた人も、う
れしいし、助けてあげた人も、ありがとうといってくれたらうれしいので、そういうちっちゃなことだけど、
ぼくは、増やしていきたいです。ぼくは、なぜそういうことを増やしていきたいかというと、そういうこと
を増やしていけば、もっと平和になるからです。ぼくは、助けてあげたら、その助けてあげた人がありがと
うなどをいってくれたので、すごくうれしかったです。そのひとことでも、ぼくは、すごくうれしかったです。
だから、ぼくは、そのひとことを、多くしていきたいからです。そんなちょっとしたことでも、広がってい
けば大きな平和になるからです。
　ぼくは、もっと、平和な阿波市にして、阿波市の人たちとも、協力して、よりよい地域にしていきたいと
思いました。

　阿波市の未来はどうなっているのでしょう。私の理想の阿波市を考えてみました。
　もしも、市長が『ドラえもん』だったら…
　困っている人や悲しんでいる人を四次元ポケットから道具を出して助けてくれるでしょう。
　各家庭の玄関の扉は『どこでもドア』です。ドアを開けると、行きたい所にすぐに行くことができるのです。
一人に一台、『タケコプター』も配布されると、移動もスムーズにできるようになります。
　さらに一家に一台、ロボットが配られ、そのロボットは人間のできないことに力を貸してくれるので、一
人くらしの人でも、子どもたちだけの留守番でも、体が自由に動かせない人でも、どんな人も困ることがな
いのです。このロボットは人間の気持ちもわかるので、さみしくないし、とてもたよりになります。
　こんな平和な未来になったら、どんなにいいだろうと思います。
　でも、実際社会は人間の力で作って行かなければなりません。十年後には、私は成人しています。社会に
出て仕事をしているかもしれないし、学生生活をおくっているかもしれません。どちらにしても成人として
の自覚を持って、阿波市を引っ張っていく立場になっていると思います。
　今の私たちが、周囲の大人たちに支えられ、守られ、愛されて、大切に育てられて成長していることに感
謝して、未来の子どもたちにも同じように接していける大人になることが大切だと思います。それが明るい
未来の阿波市をつくる一つの要素になるんだろうと思います。
　これから、たくさんの人たちと出会い、さまざまな体験をし、感性を高め、想像力豊かな大人になってい
きたいです。

みんなが住みやすい快適な町づくり

「未来の阿波市」

未来の阿波市

私が想像する阿波市の未来

八幡小学校　五年　　尾　崎　瑠　々柿原小学校　五年　　松　岡　優　季

土成中学校　一年　　安　藤　太　一 林小学校　六年　　山　添　夏　摘

※掲載されている作文は、平成 25 年 10 月〜平成 26 年１月までに小学生５・６年生、中学生１・２年生
を対象に募集したものを掲載しました。
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徳島県阿波市吉野町西条字大西 102 番地 
Tel. 088-696-2386  Fax. 088-696-5299吉野支所

徳 島 県 阿 波 市 阿 波 町 久 原 36 番 地 2 
Tel. 0883-35-6033  Fax. 0883-35-6044阿波支所

本　　所
市場支所

徳島県阿波市市場町興崎字北分 60 番地
Tel. 0883-36-5511  Fax. 0883-36-7040

土成支所 徳島県阿波市土成町吉田字寺ノ下 1 番地 1
Tel. 088-695-4802  Fax. 088-695-4806

阿波市地域福祉活動計画の実行について

地 域 福 祉 活 動 計 画

　今回、各地区の地域住民の代表者の方々のご協力により策定しました「阿波市地域福祉活動計画」

は、目標を達成できるよう具体的な行動に移すことが市全体の「地域福祉力」を高めていくうえで、

きわめて重要となってきます。

　本計画を遂行していくために、阿波市社会福祉協議会は、住民及びボランティア団体・施設・

福祉関係機関等各種団体と連携・協力していく体制を構築できるよう綿密に連携をとりつつ、互

いに支え合う地域社会づくりを目指していきます。

　さらに本計画が、「みんなで支え合い築く地域福祉　快適で安心が実感できるまち・阿波」を基

本理念とする阿波市地域福祉計画と連動させていくことを常に認識し阿波市と協働体制をとり、

地域住民のご協力・ご支援をいただきながら進めていきたいと考えておりますので、今後ともよ

ろしくお願い致します。

社会福祉法人 阿 波 市 社 会 福 祉 協 議 会

９．各地区策定委員会の取り組み状況
◆吉野地区地域福祉活動策定委員会 ◆土成地区地域福祉活動策定委員会

◆市場地区地域福祉活動策定委員会 ◆阿波地区地域福祉活動策定委員会

　阿波市内では、従来より、地域において中高生を主体とした地域ボランティア活動【TIC 運動】が活
発に行われており、この度、「阿波市地域福祉活動計画策定」にあたり、この活動や経験をもとに、10
代の視点で考える阿波市の課題や将来の阿波市について、「10 代のしゃべり場」を開催しました。
　彼たちの意見からは、「未来の阿波市」にむけての希望や夢がいっぱいの貴重な意見や提言をいただき
ました。
　10 代の子どもたちの夢が、実現できるよう地域住民と共に手をたずさえ、全ての人が、阿波市に住ん
でよかった、住みたいと思えるようなまちづくりに向け活動していくことを目指します。

「未来の阿波市」について 10 代の若者からの意見

＊就職先 . 給与の安定
＊保育所や幼稚園を増やしてほしい
＊親同士、こども同士が交流できる場所がほしい
＊コンビニの店舗をもっと増やしてほしい
＊ダンス等できる施設がほしい

＊映画館が近場にほしい
＊学校帰りや休日に立ち寄れる飲食店が少ない
＊もっと、若者が楽しめるまちにしていってほしい
＊若者が就職できる企業を増やしてほしい
＊交通手段が不便

＊電車が通ってほしい
＊高校の建物を新しくしてほしい
＊球場を新しく増やしてほしい
＊プロ野球の観戦の機会が地元にほしい
＊外灯を増やしてほしい ( ブルーライトを使用し犯罪防止 )
＊歩道の整備や狭い道路の拡張
＊狭い通学路でスピード違反する車があり、危険なので
　スピード計測器の設置をしてほしい

＊色々な講演会や話を聞きたい
＊夜でも明るい地元が安心できる
＊田舎の良さを残していってほしい
＊イベントが多くにぎやかでいいので、継続していってほしい
＊自然を残していきたい
＊学校内での行事も少し増やしてほしい
＊名所、名跡 ( 土柱等 ) を整備し、もっと地元を PR したらいい

願望系

建設系

地元系

都会希望系

10 代のしゃべり場

４月２４日（木）策定委員１８人・職員７人　出席

５月１５日（木）策定委員１８人・職員８人　出席

５月３０日（金）策定委員１７人・職員６人　出席

６月３０日（月）策定委員１６人・職員５人　出席

７月１４日（月）策定委員１８人・職員７人　出席

９月１３日（土）策定委員１０人・職員６人　出席

４月１６日（水）策定委員１５人・職員７人　出席

５月１３日（火）策定委員１５人・職員７人　出席

５月２８日（水）策定委員　７人・職員５人　出席

６月１９日（木）策定委員１４人・職員４人　出席

７月１５日（火）策定委員１３人・職員６人　出席

８月２６日（火）策定委員１４人・職員７人　出席

４月１９日（土）策定委員１０人・職員５人　出席

５月１３日（土）策定委員１１人・職員６人　出席

６月１４日（土）策定委員　９人・職員７人　出席

７月２６日（土）策定委員１０人・職員４人　出席

８月２３日（土）策定委員　９人・職員５人　出席

４月２６日（土）策定委員１１人・職員　７人　出席

５月１７日（土）策定委員１０人・職員　８人　出席

６月２１日（土）策定委員　６人・職員１０人　出席

７月１９日（土）策定委員　６人・職員　８人　出席

８月２３日（土）策定委員　６人・職員　９人　出席

　TIC 運動とは、次世代を担う子どもたちが自発性を発揮してそれぞ
れの地域でボランティア活動に取り組み大人たちのサポーターととも
に子どもたちが参画した福祉のまちづくりを進める運動です。

TIC運動
（Teens In Community） 平成 27 年３月（編集・発行）
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